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The Dietary Life of the Elderly in Nagoya　　
　　　　　　工. General survey












































































































































































● ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 ¶ 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● 　 　 　 ● 　 　 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 　 ・ 　 　 　 　 丿 ． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　
¶ 　 　 　 　 　




　 φ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 　 ●
● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 丿 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 ●
|皿]土‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥I……………………E願|ミ
94E4●・●●●・●■●
●丿●丿●●●　　
●●●1角4t●4●4●●●
●・●●・●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●・哨丿丿4
●●●W　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●
皿]く……………
｜
0
20 40
図1　調査対象者の起床時間　　
□　　　回　　　□
　　4時以前　4～6時　6～8時
女性　
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四
8～犯時
C□
10時以降
100％
四
回答なし
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上段＝人数　下段＝％
　高齢者の生活活動状況を把
握するための訓査項目の一つ
として，起床と就寝時刻の質
問を設定した。
　起床時刻は4時以前は
1.6％, 4～6時が23.8％,6～8時が66.5％,
8～10時が3.8％,以降は3.4％であった。4時以前はわずか男性2観女性1名万あった。　6～8時が最も多《，全体のm％を占め，男女別に見ても男性68.9％,女性59.7％で男女共にこの時間帯が多かっか。この起床時刻を所帯の形態別，区別あるいは年齢別に統計処理3）しても，同様の傾向か認められた。次いで4～6時が多《，「高齢者は朝が早い」という通説を裏付けているといえよう。またこの傾向け，平成5年度の個別訪問調査結果呪こも認められた。
2）就寝時刻
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図2　調査対象者の就寝時間
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四
回答なし
　起床時刻同様に，生活活動
の基本の一つとして，就寝時
刻を設定項目とした。
　調査対象者全体としては，
55.9％が20～22時に就寝す
る。これを男女別に統計処理
すると男性は62.8％に対し，
女性は45。2％とやや低かっ
か。その代わりに22～24時が
多く，女性は家事などを男性
就寝後も行っているものと推
定される。
　この訓査を年齢別に処理す
ると（図2),年齢が高くな
るに従い就寝時刻は早ぐなる
傾向が認められた。この傾向
は，平成5年度の個別訪問訓
査では明確でなく，老人クラ
ブに所属し，健康で外出可能
な高齢者け，白|己の生活のコ
ントn ールに認識を持ち，生活のリズムを保つ努力を行っているもの七推定される。
3）趣味と楽しみ
スポーツ・散歩，園芸，囲碁・将棋，テレビ・ラジオレ読書・新聞√美術・工芸，短歌・
俳句，旅行，生け花・手芸，なしの10選択肢を設定し，選択してもらったが，特徴的なこ
ととして∧吊し’と回答した高齢者が一人もいなかった（表5）。平成5年度の個別訪問
訓査では, 23％の人が“なゾと回答している。老人クラブに所属している人達は，生き
男　性
表5　調査対象者の趣味と楽しみ
�スポーツ　　散歩
�園芸
�囲礼将棋
�テレビ　ラジオ
�読書,新聞
�莞か工芸
�短歌引陶
�旅行
�生瞬tニ　手芸
�なし
�その他
�回答なし
65～69歳
�　13(16.))
�　10(12.3)
�　6（7.4)
�　7（8.6）
�　D(13.6)
�　T（L2）
�0
�　14(17.3)
�0
�0
�　19胆.5）
�0
70～74歳
�　21川副
�　11（7.3）
�　5∩.3）
�　22川州
�　18(辻O)
�　8卜圃
�　2（L3）
�　29(19.3）
�　2（1.3）
�0
�　32巾.3）
�0
75～79歳
�　28(18.7)
�　15（9.7）
�　8∩.2）
�　20心.))
�　15（9.7）
�　7∩.5）
�　4（2.6）
�　24(15.6)
�　2（L3）
�0
�　31(20.1)
�0
80～84歳
�　9(15.5)
�　12(20.7)
�　3∩.2）
�　10(17.2)
�　7(12.1)
�　T∩丿
�　1∩丿
�　11(19.))
�0
�0
�　4（6.9)
�0
85～89歳
�　3(27.3)
�0
�　　1卵州
�　1（9.1）
�　1（9.1）
�0
�0
�　3(27.3)
�0
�0
�　2(18.2)
�0
-
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女　性
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�スポーツ　　散歩
�園芸
�囲か将棋
�テレビ　ラジオ
�読書,新聞
�美術・工芸
�短歌り陶
�旅行
�生け花　　手芸
�なし
�その他
�回答なし
65～69歳
�　3（7.3）
�　5(12.2)
�0
�　5(12.2)
�　3（7.3）
�0
�　3（7.3）
�　7(17.1)
�　4∩.8卜
�0
�　n(26.8)
�0
70～74歳
�　11(12.2)
�　8(
8.9）
�0
�　11(12.2)
�　9(10.0)
�　3（3.3）
�　2（2.2）
�　13皿川
�　7（7.8）
�0
�　25(27.8)
�　1∩］
75～79歳
�　13(15.7)
�　6（7.2）
�0
�　10(江O)
�　9(10.8)
�　1（1.2）
�　3（3.6）
�　14(16.9)
�　6（7.2）
�0
�　21(25.3)
�0
80～84歳
�　2（5.9）
�　4巾.8）
�0
�　4(11.8)
�　3（8.8）
�0
�　2（5.9）
�　8(23.5)
�　　1（2.9）
�0
�　10(29.4)
�0
上段＝人数‥下段＝%
甲斐になる趣味や楽しみを持ち，活き活きとした生活をしているものと推定される。また，
男女共に“旅行が楽しみ”という人が最も多《，次いでスポーツ・散歩やテレビ・ラジオ
を楽しみとしているがレ弩の他”も多《，クラブに参加している高齢者は様力か趣味を
持ち，自分なりに，それぞれ楽しく生活しているものと判断される。
対外m頻度
　「老人クラブを除いて何日外出するか」という質問に対して，毎日力付6.7％/週に1～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3口が44。6‰月に4～6日
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図3　調査対象者の外出頻度
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□　　　朧　　［□
毎日　　　週1～3日月4～G日
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60
女性　
60
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四　　　　［二］
出かけない　回答なし
122 －
100％
100％
が30.1％,出掛けないはわず
かに2.7％にすぎなかった。
他に回答なしが5.9％あった。
これは所帯の形態や区による
差はぱとんどな《，男女を比
較すると，毎日外出する割合
は昇陛が高く，とくに65～69
歳では35％が毎口外mしてい
る。これは, 65歳以上になっても職を持つ人達かいるためとと思われるが，年齢を65歳以上としたためか，東京の罰≒8％や大阪の60％呪こは及ばなかった。また，年齢が高《なるにつれて，毎日外出する人は減少し,
85歳を越えると，男性でも毎日は外出しなくなる（図3）。　この点，平成5年度の個別訪問調査では，男女共に90歳以上でも毎日外出する人があったのとは異なっていた。
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　3.健康状態
1）自己の健康に対する認識
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図4　自己の健康に対する認識　　
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100％　いう質問に対しレす常に良
工00％
[コ
酪なし
い”は12.4％で，東京都や大
阪市2）より低かっか。まあま
あ健康が57.3％で，健康でな
いは5.0％に過ぎなかったも
のの他都市より多かっか。高
齢者クラブに所属する人達は
健康に自信を持っている人が
多いといいうる。男女別に統
計処理すると，男性77.7％,
女性67.7％で，男性の方が自
信を持っている人が多い。世
帯や区による差はほとんどな
かうかが，女性は年齢が高《
なるにつれで非常に良い”
加減少し, 80歳以上になるとなくなる一方で“健康でない”と答えた人が増加し，加齢によって，何らかの病気を抱えるようになると推定吝れる　㈲4）。
2）現在の健康状態
　健康状態について，9項目の選択肢を設定し回答を得だが，先の質聞でまあまあ健康と
答えながらも“足腰が弱げ‥往が見えにくい。サ等の不調を訴え恋人が多《ド特になゾ
とした人はロ％程度に止まり，先の“非常に良い”とした12％によく対応していた。また
男　性 表6　現在の健康状態
�足腰
�耳
�目
�虫歯
�糖尿病
�高血圧
�胃腸
�特になし
�その他
�回牡し
65～69歳
�　3(12.))
�0
�　2（8.））
�　4(16.))
�　2（8.0）
�　5(20ズ))
�　1（4.0)
　7(28.0)
�　1（4.））
�0
70～74歳
�　7(レに)
�　8(16.3)
�　6(12.2)
�　1（2.0）
�　3∩に）
�　8(16.3)
�　8(16.3)
�　5(10.2)
�　1(
2.0）｀
　　　f
�　2∩.1）
75～79歳
�　8(15.4)
�　4（4.4）
�　8(15.4)
�　5（9.6）
�　4∩.4）
�　8(15.4)
�　3（5.8）
�　7(13.5)
�　2（3.8）
�　3（5.8）
80～84歳
�　5(22.7)
�　3(13.6)
�　3(13.6)
�　2（9.1）
�0
�　4(18.2)
�　2（9.1）
�　2（9.1）
�　1（4.5）
�0
85～89歳
�　2(33.3)
�0
�0
�0
�　1(16.7)
�　　1(16.7)
�0
�　1(16.7)
�　1㈲.7）
�0
-
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女　性
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�足腰
�耳
�目
�虫歯
�糖尿病
�高血圧
�胃腸
�特になし
�その他
�回答なし
65～69歳
�　3(25.))
�　1（8.3）
�　3(25.0)
�0
�0
�0
�　2(16.7)
�　2(16.7)
�　1（8.3）
�0
70～74歳
�　6(18.2)
�　2（6.1）
�　7巾.2）
�　3（9.1）
�　2（6.1）
�　4(12.1)
�　4(12.1)
�　3（9］
�　2（6.1）
�0
75～79歳
�　9(22.0)
�　4（9.8）
�　10(24濁
�　3（7.3）
�　2（4.9）
�　6(14.6)
�　4（9.8）
�　3（7.3）
�0
�0
80～84歳
�　9巾.0）
�　3(10.3)
�　5(17.2)
�　1（3濁
�　1（3.4）
�　3(10.3）
�　5(17.2)
�　　1（3.4）
�　1（3.4）
�0
上段＝人数　下段＝％
加齢とともに“特になし’加減少しレ‘足腰か弱い”とする人が増加している（表白。
3）食欲の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象者の31.9％が食欲
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図5　食欲の有無　　
[コ　　　　皿　　ある　　普通
20
20
40
40
男性　　
60
女性　
60
[コ
ない
四
回答なし
80
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－124 －
100％
100％
があると答え，普通とした人
が63.8％で，ないと答え九人
はほとんどなかった。これは，
世帯，年齢や区による相違は
ほとんど見られなかったが，
男女による差はあり，男性の
25％に対し,女性は45％が“食
欲かおる”としており，女性
の方が高い（図5）。また一
般に“独りでの食事は美昧し
くな《，食欲を減退させる”
といわれているが，今回の訓
査で見るかぎり,男女共に“食
欲なし’とした独居者は一人
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図6　喫煙状況
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図ア　飲酒状況
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100％
100％
100％
100％
4）喫煙状況
　男女合わせて22.2％が喫煙
すると答えたが，喫煙につい
ては男女差が大きく，男性の
30.9％に対し，女性は4.8％
にすぎなかった。世帯や年齢
による差は認められなかった　
（図引。
5)飲酒状況
　男女合わせて56.0％が飲酒
すると答えているが，喫煙[司
様に男女差が大きく，男性が
70.8％に対し，女性は27.4％
で，男性の飲酒する割合が高
かっか。また世帯による差は
明確でなかったが，年齢が高
くなると男女共に減少する傾
向が認められた([図7]。こ
れは健康上の問題と推定され
る。
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　m　要　　　約
1.中村区，緑区，守山区の老人クラブに所属する65歳以上の高齢者の食生活訓査を平成　
6年9～11月におこなった。その調査対象者の基礎的朧匪について検討した。
2．訓査対象者は，男性124名（mj%）と女性62名三66 .6％）であった。年齢構成は70　歳合が男女共に最も多かっか。家族構成は男性は夫婦のみが最も多《，女性は3世帯［司　居加最も多かっか。住居形態は一戸建てが80％を越え，居住年数は21年以上が69％以上　あって多かっか。
3．生活活動状況は, 6～8時に起床, 20ヤ22時に就寝，趣味と楽しみをもち，週に1～　3日外出をする。
4．健康状態は，食欲は普通にあり，まあまあ健康と思っている人が多いが，足腰や眼の　
弱り等を訴えレ特になじいよ少なかった。
5．飲酒・喫煙は男女差が大きく，飲酒は加齢とともに低下する。
1
2
3
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